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 技術提案に関する事項 技術提案は、次の
項目について提出するものとし、資料は入札
説明書に基づき作成するものとする。
なお、技術提案書の提出が無かった場合、
技術提案のプレゼンテーションに参加しな
かった場合、提出された最終技術提案書に１
項目でも提案が無かった場合又は記載の技術
提案のうち１項目でも不可のある場合は、不
適格とし、入札参加者として選定しない。な
お、技術提案の実施において第三者との協議
が必要な技術提案は採用しない。
評価項目～のうち、「１項目でも施工計
画の提案がなかった場合」、「１項目でも不適
格がある場合」、「技術提案書が所定の枚数を
超えている場合」、「技術提案数が所定の提案
数を超えている場合」は不適格とする。
また、評価項目～の提案に対する提案
の有効性を、評価指標をもとに総合的に評価
するものとする。
施工計画（施工方法及び仮設備計画に関す
る変更提案は可能とするが、工事目的物の変
更を伴う提案や契約単価項目で支払うことが
出来ない変更提案は不適格とする。工事目的
物とは、契約する単価項目全てを示すもので、
単価項目を施工するにあたっての仕様を契約
書及び設計図書で示したものをいう。）
 管理体制・手法
 品質管理
 安全管理
 技術提案の評価項目及び評価基準 技術提
案の評価項目及び評価基準は次のとおりと
し、技術提案書の枚数は提案数に係わらず説
明図面及び写真等を含み、評価項目はＡ４
片面２枚以内、評価項目～ごとにＡ４片
面３枚以内、全体でＡ４版片面８枚以内とし、
規定枚数を超えた場合は評価指標の「不適格」
とする。
また、評価項目～に関する提案数は、
それぞれ最大３提案までとし、所定の提案数
を超えている場合は、その評価項目に関する
すべての提案は評価指標の「不適格」とする。

工事目的物の性能・機能に関する事項
 管理体制・手法
・同時に複数橋梁の床版取替工事を適正に
実施するための施工体制について期待で
きる効果も含めて記述
注）管理担当者（品質管理、安全管理等）
を選任配置する提案は、他の提案より
優位に評価しない。

 品質管理
・橋梁の床版（プレキャスト部材、現場打
ち部材を問わず）の品質向上対策につい
て、期待できる効果も含めて記述
注）コンクリートの配合変更又は添加剤
の追加等が伴う材料自体の変更につい
ての技術提案は評価しない。
また、床版防水工は別途工事で行う
予定であるため、床版上面に塗布等を
行う提案は、認めない。

社会的要請に関する事項
 安全管理
・工事全般に関する安全対策について、期
待できる効果も含めて記述

技術提案の評価指標は下記のとおりとする。
 優 設計図書、共通仕様書、施工管理要
領等の一般的基準による事項に加え、提案
の具体性や新規性が認められる内容のもの
で、数値的根拠や検討結果が示されており、
提案内容の信頼性が高いと認められる内容
のもの。
 良上 「優」に比べ、やや劣ると認めら
れる内容のもの。
 良 設計図書、共通仕様書、施工管理要
領等の一般的基準による事項に加え、提案
の具体性や新規性が認められる内容のも
の。
 良下 「良」に比べ、やや劣ると認めら
れる内容のもの。
 可 設計図書、共通仕様書、施工管理要
領等による事項は述べられているが、提案
の具体性も特段の新規性も認められない内
容のもの。
 不適格 設計図書、共通仕様書、施工管
理要領等の一般的基準を満たしていない内
容のもの。所定の枚数、提案数を超えてい
るもの。

 評価点の付与方法
【判定方式】
評価項目の項目別配点は、評価指標により
優／良上／良／良下／可／不適格を判定し、
判定結果に応じ次のとおり付与する。
管理体制・手法
 同時に複数橋梁の床版取替工事を適正に
実施するための施工体制について期待でき
る効果も含めて記述
・技術評価点（40点）優40点・良上30点・
良20点・良下10点・可０点・不適格

品質管理
 橋梁の床版（プレキャスト部材、現場打
ち部材を問わず）の品質向上対策について、
期待できる効果も含めて記述
・技術評価点（30点）優30点・良上225点・
良15点・良下75点・可０点・不適格

安全管理
 工事全般に関する安全対策について、期
待できる効果も含めて記述
・技術評価点（30点）優30点・良上225点・
良15点・良下75点・可０点・不適格

 入札参加者の選定方法 技術提案の施工計
画の内容により、標準案による満点100点の
技術評価点を付与し、技術評価点が50点以上
の者を入札参加者として選定する。
なお、評価項目に１つでも不適格があれば
選定しない。
 落札者の決定方法 競争参加申請者に技術
提案を提出していただき、技術提案中の施工
計画を評価し、技術評価点が50点以上の者を
選定し、あらかじめ提出していた入札書を開
札し、「契約制限価格」を「契約目安価格」と
読み替え、契約目安価格の２割増しの範囲内
にある入札額により算定される価格評価点に
05を乗じた値を加算した総合評価点の最も
高い者を落札者とする。
総合評価点数の算出方法は、以下のとおり
とする。
 技術評価点：各評価項目における項目別
配点の合計点（満点100点）
 価格評価点：０（０≦Ｐ＜05Ｌ）
（（Ｐ／Ｌ×100）－50）／（Ｘ／Ｌ－05）
（05Ｌ≦Ｐ＜Ｓ）
100200×（Ｐ／Ｌ－Ｘ／Ｌ）（Ｓ≦Ｐ≦
12Ｌ）
ここに、Ｐ：入札書に記載の価格（入札
価格） Ｌ：契約制限価格 Ｘ：調査基準
価格以上の最低入札価格 Ｓ：調査基準価
格
ただし、入札価格が全て調査基準価格を
下回る場合は、Ｘ／ＬをＳ／Ｌとする。
 総合評価点：（技術評価点×α）＋（価
格評価点×05）
αの値は「05」とする。

 上記において、総合評価点の最も高い者
が２者以上あるときは、くじ引きにより落札
者を決定する。
 配置技術者に関する事項 技術評価資料に
記載された配置予定技術者の配置が困難と
なった場合に、評価の対象とした配置予定技
術者の評価を満たさない技術者が配置された
場合は、請負工事成績評定点を10点減点及び
契約書に基づく請負代金額の減額を行う。ま
た、契約違反としての措置を講ずる場合があ
る。

提案は、１施工技術を用いた内容で１提案
とする。ただし、複数提案を組み合わせなけ
れば効果を発揮できないなど、一体不可分の
内容となっていると発注者が判断したもの
は、１提案とみなす。
ただし、提案を組み合わせることにより、
より効果が発揮される場合であっても、複数
提案と発注者が判断したものは評価しない。
以下の例のような提案は複数提案とみな

し、全て評価しない。
【複数提案とみなす例】
技術提案：〇〇による作業従事者の安全対策
実施方法等：●●を設置する。

▲▲を実施する。
■■を配置する。

それぞれが独立した施工内容で、一体不可
分でなく、１提案内に複数提案がある。
共通注意事項
※技術提案の実施において第三者協議が必
要と発注者が判断したものは評価しな
い。
※技術提案のうち、過度に費用がかかると
発注者が判断したものは評価しない。
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